≪記載例≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［別紙〇］
変更特記仕様書（案）

1． 「原仕様書」
の「７．成果品等」につき、
「以下の報告書等を発注者に提出する。成果品は「（１）ウ　ファイナルレポート」とし、提出期限は○○○○年9月30日とする。」
を
「以下の報告書等を発注者に提出する。成果品は「（１）ウ　ファイナルレポート」とし、提出期限は○○○〇年10月31日
とする。」
に変更する。

2． 「原仕様書」の「７．成果品等」につき、

「（１）調査報告書

ア　インセプションレポート

記載事項：調査に関する基本方針、方法、内容、工程・手順、実施体制等

提出時期：調査開始後（○○○○年〇月下旬を想定）

部数　　：英文40部　※和文は必要なし

イ　ドラフト・ファイナルレポート

記載事項：調査結果全体 

提出時期：○○○○年6月下旬を想定

部数　　：英文50部、和文（要約）10部

ウ　ファイナルレポート

記載事項：調査結果全体

提出時期：○○○〇年9月30日まで
部数　　：英文60部、和文（要約）10部、CD-R 4部」
を
「（１）調査報告書

ア　インセプションレポート

記載事項：調査に関する基本方針、方法、内容、工程・手順、実施体制等

提出時期：調査開始後（○○○○年〇月下旬を想定）

部数　　：英文20部　※和文は必要なし

イ　ドラフト・ファイナルレポート

記載事項：調査結果全体 

提出時期：○○○○年7月下旬を想定
部数　　：英文30部、和文（要約）10部

ウ　ファイナル・レポート

記載事項：調査結果全体

提出時期：○○○〇年10月31日まで
部数　　：英文30部、和文（要約）10部、CD-R 4部」

に変更する。
3． 「原仕様書」の「10. その他」につき、（３）ＸＸＸＸＸＸの直後に、
「（４）現地再委託

以下の項目については、当該業務について経験・知見を豊富に有する機関・コンサルタント・NGO等に再委託して実施する。

１）○○○に関する○○調査
２）○○〇システムの設計、開発
現地再委託にあっては、「コンサルタント等契約における現地再委託契約手続きガイドライン」に則り選定及び契約を行うこととし、委託業者の業務遂行に関しては、現地において適切な監督、指示を行うこと。」
　を追加する。
​以上
�契約書製本時は「（案）」を消す。


�「原仕様書」とは今回より前の変更契約での変更点を全て含んだ「特記仕様書」を指す。このため、２回目以降の契約変更であっても、「○○○○年○月○日付第○回変更契約書の変更特記仕様書」等とする必要はない。


�変更箇所が分かるよう、該当箇所に下線をひく。（以下同じ）






